
くらしに身近な「お金」、そのお金と関わり深い「銀行」。
誕生から現在に至るそれぞれの歴史を、数々の資料とともにご
覧ください。

郷土資料を中心に３万余冊を収集、公開しております。
所蔵資料は常陽藝文センターのホームページで検索できます。

史料ライブラリー

貨幣ギャラリー

貨幣ギャラリー「常陽銀行の広報史」コーナー

一方通行

水戸市国際交流センター

京成百貨店

水戸中央
郵便局

国道50号

水戸駅

常陽史料館

足利銀行水戸支店 水戸市民会館
泉町1丁目バス停

常陽銀行本店
常陽藝文センター

■『城下町水戸町人地の老舗』�
　放送大学茨城学習センター・小野寺淳

あつし
ゼミの受講生が、2021年から2025年

にかけて水戸の上市・下市の老舗を対象に行った聴き取り調査の結果をまとめ
たもの。各店の創業からの歩みや地域の商業地の変化がわかりやすく紹介され
ている。放送大学茨城学習センター小野寺淳ゼミ発行・小野寺淳氏寄贈。

所蔵図書から
常陽藝文センター、常陽史料館あてにご寄贈いただいた
図書をご紹介します。史料ライブラリーにて公開してお
ります。

＜関連イベントのご案内＞

講座「鹿島大助人形をつくる」

●所 在 地／〒310-0024　水戸市備前町６-71
●駐車台数／10台
●交　　通／�JR水戸駅北口から大工町方面行き

バスで泉町１丁目下車、徒歩約７分

「大
おお

助
すけ

人形」は、村中で悪い病気が
はやらないようにと願う行事の際
に、藁で作って竹に突き刺し、ム
ラ境に立てて送り出すものです。
今回は鹿嶋地域に伝わる「鹿島大助
人形」を作ります。

●日　　時：2026年10月17日（土）
　　　　　　13：30～（２時間程度）
●会　　場：常陽史料館
●講　　師：原 久雄
　　　　　　（鹿嶋市どきどきセンター 前センター長）
●定　　員：15名（先着順）
●受 講 料：1,000円
●応募期間：９月12日（土）10:00 ～10月3日（土）

代田の大人形

申込方法
専用フォームでお申し込み
常陽藝文センターのホームページ「公演・イベント」に
アクセスしてください。

【URL】https://www.joyogeibun.or.jp/event/

＊お申し込みにご不明の点がございましたら、
　下記お問い合わせ先にお気軽にご連絡ください。

●お問い合わせ
　常陽史料館　☎029（228）1781
　（火曜日～土曜日10：00 ～ 17：00）
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